
貫
智
上
人
時
代
の
高
田
振
ご
本
願
寺
牧
　
野
　
信
　
之
　
助

　
寛
正
六
年
高
田
專
修
寺
の
第
十
世
眞
慧
上
人
が
、
累
代

の
根
下
地
を
下
野
よ
り
伊
勢
に
移
下
し
翻
り
し
は
、
寺
運

の
磯
展
に
一
新
時
期
を
劃
す
る
こ
ご
も
ご
よ
り
露
な
か
る

べ
し
O

　
既
に
盛
期
專
塞
以
下
高
田
派
布
敷
の
敷
線
は
漸
く
幽
幽

よ
り
西
上
し
て
東
海
北
陸
に
進
み
し
が
、
更
に
此
移
縛
の

畢
を
断
行
し
，
又
近
江
坂
本
の
妙
林
院
並
び
に
京
都
桂
西

郷
の
支
坊
を
前
線
こ
し
て
、
畿
句
の
地
に
本
願
寺
ご
樹
峙

の
形
勢
を
爲
ゼ
リ
。
か
く
し
て
近
畿
の
地
は
こ
の
新
根
披

地
の
安
全
を
期
す
る
に
足
る
敏
徒
ご
外
護
者
ご
に
不
足
せ

ざ
り
し
ご
錐
、
高
田
派
こ
し
て
は
當
時
猫
他
に
二
大
勢
力

の
中
心
地
を
有
し
π
り
き
。
一
は
三
河
地
方
に
し
て
、
他

は
加
賀
越
前
の
地
方
之
な
り
こ
す
〇
三
河
は
銑
に
早
く
親

綱
三
巻
　
　
叢
　
観
　
　
眞
智
上
人
時
代
の
高
田
振
ε
本
願
寺

驚
蹄
洛
の
際
、
桑
子
の
柳
堂
に
滞
在
し
て
渤
化
し
、
建
長

中
に
は
顯
智
上
人
敷
化
の
地
平
り
、
同
國
上
宮
寺
の
古
記

録
に
、
三
河
よ
り
高
田
へ
逸
る
ひ
ご
ぐ
の
事
を
叙
し
て

そ
の
盛
況
を
示
す
も
の
φ
り
相
傳
ふ
、
顯
智
ま
把
越
前
に

留
錫
賭
し
こ
ご
あ
り
ご
Ω
上
宮
寺
古
記
録
に
、
越
前
大
野

遮
光
寺
、
顯
智
に
具
し
て
下
野
に
詣
れ
る
こ
ご
あ
る
は
そ

の
所
縁
こ
な
写
べ
き
も
の
、
如
し
○
専
室
相
次
で
顯
智
の

跡
を
巡
錫
し
、
殊
に
越
前
に
あ
り
て
は
熊
坂
の
地
に
道
瘍

を
設
け
た
ゲ
こ
の
説
あ
ウ
。

其
後
累
世
．
時
篠
懸
ら
す
し
て
、
敷
昏
夢
ゆ
る
も
の
な
か

り
し
が
、
眞
慧
に
至
り
て
、
此
箏
所
縁
の
地
は
第
一
に
そ

の
留
錫
す
る
所
こ
な
れ
り
。
眞
慧
の
大
野
郡
折
立
霧
名
寺

に
宛
て
π
る
書
画
に
、
就
在
國
種
々
之
煩
等
即
今
添
候
、

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
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第
輌
三
巻
　
　
叢
　
読
　
　
眞
智
上
人
時
代
の
高
田
派
電
本
願
寺

伍
眞
俗
字
時
覧
不
断
床
敷
斗
、
次
佛
殿
弓
形
倉
修
造
候
、

定
年
可
被
管
大
慶
候
、
將
亦
義
歯
日
借
銭
無
候
、
か
し
口

下
之
方
へ
可
被
濟
、
而
北
庄
へ
宰
府
上
子
恐
々
謹
言
。
二

月
廿
八
日
ご
あ
り
て
、
在
國
中
の
委
曲
を
諜
く
し
た
り
Q

細
断
寺
は
即
ち
仁
治
二
年
顯
智
の
弟
子
西
念
の
開
創
に
係

．
b
、
高
田
涙
所
屡
最
古
の
寺
院
に
列
す
る
為
の
な
り
Q

　
伊
勢
ε
高
田
派
こ
の
所
縁
も
既
に
谷
町
の
時
に
あ
り
。

當
時
三
日
市
黒
化
の
着
心
地
た
げ
し
ご
云
ふ
。
明
転
の
來

化
に
際
し
て
は
蹄
随
の
僑
俗
頗
る
多
く
、
遽
に
本
寺
移
轄

の
英
断
を
も
見
る
に
至
れ
り
○
但
し
當
時
に
あ
り
て
は
、

高
田
派
の
事
情
は
早
く
よ
り
近
畿
を
産
婆
こ
す
る
本
願
寺

が
、
東
海
北
陸
の
勢
力
地
を
制
禦
し
π
る
が
如
く
、
伊
勢

を
中
心
こ
し
て
東
海
北
陸
の
地
に
謝
す
る
を
得
紀
る
や
否

や
頗
る
疑
問
な
り
。
そ
の
新
中
心
地
は
專
修
寺
こ
し
て
、

尤
も
有
利
の
位
地
を
占
む
る
も
の
な
り
し
ご
雄
、
他
の
二

地
方
も
決
し
て
敷
徒
、
寺
院
の
数
相
下
る
も
の
に
あ
ら
す

而
し
て
伊
勢
の
地
は
奮
縁
の
識
の
み
よ
り
す
れ
麟
、
寧
ろ
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他
の
二
地
方
に
如
か
ざ
る
な
り
。
か
く
し
て
伊
勢
に
あ
り

て
は
眞
慧
の
直
参
殊
に
多
く
、
之
に
賑
し
て
加
越
尾
参
に

あ
り
て
は
、
顯
智
以
來
の
門
爆
傷
侶
隠
然
こ
し
て
一
團
を

な
す
あ
り
。
伊
勢
に
於
け
る
蕾
派
ご
合
し
て
相
樹
峙
す
る

の
形
勢
に
至
れ
り
、
故
に
一
朝
何
等
か
の
闘
隔
を
見
出
護

に
至
ら
ん
か
、
こ
の
二
大
勢
力
地
の
融
和
は
途
に
保
す
べ

か
ら
ざ
る
に
至
る
べ
し
。
果
然
こ
の
破
綻
は
翼
慧
の
法
嗣

問
題
に
よ
り
て
暴
露
せ
ら
れ
託
り
ゆ

　
文
亀
二
年
八
月
眞
慧
、
住
持
職
を
そ
の
法
嗣
慮
眞
に
護

り
て
退
隠
す
。
癒
眞
は
諸
書
或
は
傳
へ
て
富
樫
政
親
の
遺

子
な
り
こ
な
せ
り
。
即
ち
恵
琳
の
専
修
寺
等
等
に
よ
れ
ば

政
親
一
揆
の
臨
に
敗
死
す
る
や
、
そ
の
妻
逃
れ
て
眞
慧
に

再
樵
し
、
携
ふ
る
こ
こ
ろ
の
遺
子
、
眞
慧
の
子
養
す
る
こ

こ
ろ
こ
な
れ
り
ご
云
ふ
Q
越
前
法
雲
寺
慧
智
に
は
、
眞
慧

の
子
二
人
を
畢
げ
、
女
子
眞
智
妻
男
子
磨
眞
こ
な
し
、
附

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
樫
数
郎

記
し
て
「
癒
眞
の
事
加
賀
國
二
型
シ
ノ
ナ
一
一
カ
シ
ト
縁
類



ナ
川
ナ
ヅ
」
ε
な
せ
り
。
叉
同
寺
文
書
に
鷹
野
、
富
樫
実

郎
に
充
て
、
そ
の
退
隠
を
報
じ
、
後
住
を
公
家
に
求
む
べ

き
を
望
め
る
猷
あ
り
。
此
等
を
以
て
す
れ
ば
、
慮
眞
が
政

親
の
遣
手
な
り
し
や
否
や
は
別
こ
し
て
、
そ
の
螺
線
に
加

賀
國
在
住
の
富
樫
次
郎
ご
云
へ
る
も
の
あ
り
し
事
實
を
示

す
も
の
な
り
。

　
懸
眞
住
職
π
り
し
後
九
年
、
眞
慧
示
寂
の
前
一
年
、
永

正
八
年
頃
至
り
て
眞
慧
兼
て
皇
室
に
奏
請
し
、
皇
子
一
人

を
附
弟
だ
ら
し
む
の
勅
許
を
蒙
ら
ん
こ
し
だ
b
し
も
の
、

漸
く
そ
の
目
的
を
達
し
π
り
き
。
後
柏
原
天
皇
の
第
二
皇

子
常
盤
井
宮
眞
智
上
人
即
ち
之
な
り
。

　
眞
慧
の
興
業
を
入
室
せ
し
め
た
る
目
的
は
何
れ
に
あ
り

ゃ
、
或
は
當
時
北
陸
の
地
多
事
な
り
し
か
ば
鷹
眞
を
し
て

こ
れ
が
経
螢
に
當
ら
し
め
、
別
に
一
飯
弟
を
奏
診
せ
し
な

り
ご
推
論
せ
る
も
の
あ
り
。
こ
れ
に
反
し
て
癒
眞
武
門
に

縁
因
し
て
佛
事
を
好
ま
ざ
り
し
か
ば
、
之
に
代
ふ
る
に
宮

門
跡
を
以
て
せ
り
こ
な
す
も
の
あ
り
◎
こ
の
後
両
派
亘
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
集

　
　
　
第
三
巻
　
　
叢
　
観
　
・
翼
智
よ
人
時
代
の
高
田
派
ざ
本
願
毒

相
争
ひ
し
を
以
て
、
一
方
の
言
も
こ
よ
9
徴
す
べ
か
ら
す

「
ご
錐
、
少
く
こ
も
眞
慧
の
意
、
皇
室
無
縁
温
し
て
派
門
の

榮
轡
こ
な
さ
ん
ご
せ
る
は
蓋
し
想
像
に
難
か
ら
ざ
る
な
り

Q
常
盤
弁
宮
入
室
前
二
日
な
る
永
正
八
年
六
月
十
四
目
、

眞
事
書
を
入
洛
中
層
り
し
三
河
國
明
眼
寺
に
逡
り
て
、
こ

れ
が
委
曲
を
監
せ
る
も
の
め
り
Q
そ
の
一
節
に
曰
は
く
、

勿
而
於
本
寺
干
今
付
弟
之
義
無
記
候
、
然
間
　
持
明
院
殿

主
の
御
七
千
罪
人
申
請
点
て
、
其
儀
相
定
格
候
、
此
＋
六
日

御
入
室
候
、
幸
之
養
護
閥
、
逗
留
候
て
可
有
樹
落
磐
、
嬬
欝
寺
噛

ご
、
そ
の
懇
望
ご
喜
悦
の
情
言
外
に
盗
る
、
を
見
る
べ
し
。

　
既
に
住
持
職
π
り
し
三
思
が
果
し
て
眞
慧
の
遽
志
を
紹

い
で
、
一
大
革
新
の
後
ご
北
國
多
事
の
間
ご
に
督
し
て
之

を
徳
化
す
る
の
高
風
ご
手
腕
ご
を
備
へ
た
り
し
や
否
や
Q

大
永
六
年
即
ち
眞
慧
の
寂
後
十
五
年
の
こ
ご
な
れ
ざ
も
、

慮
眞
事
を
以
て
曲
門
の
激
怒
を
買
ひ
、
そ
の
指
輝
を
受
け

把
る
こ
ご
あ
り
。
笑
中
頗
る
そ
の
所
行
を
痛
罵
し
だ
る
を

見
る
。
長
文
に
失
す
れ
ざ
も
、
左
に
抄
欲
せ
ん
。

第
三
號
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第
三
巻
　
　
叢
　
親
　
　
翼
智
上
人
臨
代
の
喬
田
淑
亡
母
願
事

　
　
太
・
承
山
ハ
年
九
月
三
n
口
由
磁
肖
本
肋
院
東
谷
彼
岸
所
箪
串
禽
議
日
［
し

　
　
　
可
早
被
相
鯛
高
田
黒
鉱
寺
門
弟
中
事

　
　
夫
以
三
赫
聯
來
廟
迷
n
月
光
濡
｝
照
塒
爺
W
三
十
鷲
勘
暗
九
口
暇
鞭
逗
轡
纏
聾
’
句
軸
規
軌
簸
五
障
六
欲

　
訣
夷
町
野
州
島
田
門
法
之
澄
卜
者
新
法
然
暴
潔
之
余
流
興
一
向
専
修
之

　
願
行
然
鮒
汲
流
尋
源
道
理
熟
解
而
成
書
肉
常
院
之
二
一
共
諦
方
雪
上
年
藝

　
‘
厭
源
者
佼
常
谷
宥
繰
之
論
調
之
就
智
之
麟
山
科
之
門
葉
者
庇
西
塔
隣
之

　
来
寺
彼
者
當
聴
繁
畠
此
画
帳
來
衰
微
其
二
者
併
出
住
持
朧
翼
依
露
無
器

　
量
也
七
二
於
都
鄭
之
聞
毎
々
糞
壷
貝
招
人
嘲
剰
先
度
如
相
霞
割
正
月
在

　
所
之
俗
輩
輿
嘘
嘩
臣
事
葬
措
題
員
麺
種
々
廻
非
鶯
之
調
渋
或
嵐
年
來
睨

　
　
近
之
厚
恩
或
不
一
本
旨
主
簿
之
揮
恣
募
無
盒
之
野
心
共
喚
第
前
代
夫
聞

　
　
之
所
行
也
誰
不
存
欝
慣
則
亦
敵
人
致
報
乳
価
忽
蹄
迷
惑
隣
房
令
燐
失
頗

　
蒙
阯
辱
我
慢
果
二
二
均
之
怨
敵
者
乎
如
今
者
一
流
三
盛
紹
遮
二
品
也
既

　
　
早
早
於
騒
眞
者
隠
居
着
豊
野
油
印
慧
命
之
儀
在
懸
者
可
守
其
旨
何
於
孫

　
　
子
之
間
相
定
倥
持
之
二
時
玉
門
φ
可
有
水
決
穗
便
之
興
行
其
沙
轍
更
不

　
　
可
及
遙
怠
之
鷺
衆
講
如
斯

　　

f
　
　
　
　
　
　
　
學
頭
代
（
花
押
）
託
蝋
蟹

　
嘗
て
は
眞
慧
山
上
に
天
親
の
往
生
論
を
講
説
す
る
事
一

七
日
山
徒
よ
り
阿
彌
陀
の
像
を
贈
ら
れ
し
光
景
ご
何
れ
そ

や
。
之
を
以
て
察
す
る
に
、
鷹
兵
は
決
し
て
有
徳
器
量
の
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仁
に
あ
ら
す
、
眞
慧
の
意
或
は
眞
智
を
以
て
胤
仕
持
職
に
擬

す
る
の
念
慮
あ
り
し
ゃ
も
知
れ
ざ
る
な
り
○
但
し
八
歳
の

宮
入
室
の
後
一
年
に
し
て
示
寂
し
陀
る
を
以
て
、
法
雲
寺

系
圖
に
傳
ふ
る
が
．
如
く
、
．
「
御
坊
並
御
寳
物
コ
ト
み
＼
ク

（
眞
智
）
二
野
リ
タ
テ
マ
ッ
2
グ
、
勢
州
へ
隠
居
シ
テ
號
光
．

量
壽
寺
」
ど
云
へ
る
は
信
ず
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
殊
に
光

量
壽
寺
即
ち
専
修
寺
遷
居
の
こ
ご
は
遙
か
に
年
代
を
過
て

り
。
繰
り
ご
錐
、
眞
慧
多
年
懇
請
の
結
果
、
入
室
の
附
弟

な
れ
ば
、
相
侍
す
る
こ
ご
僅
か
に
一
年
な
り
ご
錐
、
眞
智

に
鍬
す
る
愛
撫
の
距
離
だ
篤
き
も
の
あ
り
て
、
専
塞
作
道

士
勝
負
事
或
は
深
土
論
註
見
聞
の
如
き
、
一
由
重
要
の
書

多
く
之
に
附
託
せ
ら
れ
だ
る
を
見
る
。

　
眞
智
入
室
の
眞
意
が
何
れ
に
あ
り
し
に
せ
よ
、
永
正
九

年
十
月
眞
慧
の
示
寂
は
問
題
を
未
解
決
の
儘
に
し
て
残
せ

り
。
悪
琳
の
専
修
速
記
に
よ
れ
ば
、
十
時
鷹
眞
京
都
鱒
條

梛
原
に
あ
り
、
眞
智
は
一
身
田
に
あ
り
、
喪
に
幽
し
て
慮



眞
そ
の
徒
ご
伊
勢
に
電
行
し
、
偉
っ
て
眞
慧
の
遣
骸
を
奪
前
主
こ
し
て
顯
智
に
よ
り
て
仁
義
の
弘
蓮
を
得
泥
る
大
坊

ひ
、
坂
本
に
葬
れ
り
ε
な
せ
り
。
か
、
る
傳
奇
的
の
記
事
　
細
分
ご
は
、
鍛
ね
て
反
過
せ
る
間
柄
な
り
し
か
ば
、
こ
、

も
こ
よ
り
信
儒
を
保
し
難
し
。
．
但
し
癒
眞
は
そ
の
居
、
例
　
に
衝
突
の
導
火
線
を
得
て
破
裂
し
、
愚
直
小
坊
主
分
の
擁

へ
京
都
に
あ
り
し
に
せ
よ
正
し
く
交
鶉
二
年
を
以
て
第
十
す
る
こ
こ
ろ
ご
な
り
、
眞
智
大
坊
圭
分
の
暴
す
る
こ
こ
ろ

一
世
の
往
三
千
を
承
醸
し
，
同
年
入
月
廿
七
日
に
は
後
柏
　
こ
な
れ
り
。
宴
曲
岡
田
は
既
に
二
十
三
歳
な
b
し
も
、
眞

原
天
皇
よ
b
住
職
だ
る
べ
き
旨
の
論
旨
を
賜
へ
る
こ
ご
な
．
智
に
至
り
て
は
僅
か
に
九
歳
な
り
、
到
底
自
ら
職
を
孚
ふ

れ
ば
糊
置
ハ
慧
の
示
寂
動
何
は
そ
の
往
持
職
に
謁
し
て
は
些
　
の
年
歯
に
あ
ら
ざ
る
な
り
、
永
正
九
年
十
一
月
廿
四
日
の

の
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
況
ん
や
眞
智
　
眞
葉
池
持
重
免
許
の
論
旨
は
大
坊
主
分
の
蓮
動
が
先
づ
そ

は
入
室
後
僅
か
に
一
年
の
こ
ご
に
し
て
、
表
面
上
何
等
住
　
の
戒
功
を
示
し
セ
リ
。
嬬
古
寺
小
坊
圭
分
量
手
を
塞
し
う

持
職
に
劃
す
る
灌
能
を
與
へ
ら
れ
π
る
こ
畠
ら
ざ
る
に
し
て
響
ん
や
。
翌
＋
年
二
月
廿
ご
百
の
毯
鼠
嬬
檬

曾
て
を
や
。
か
く
の
如
く
に
し
て
往
持
職
の
位
滑
は
、
異
　
慮
眞
を
し
て
「
如
元
払
爲
正
統
」
由
を
心
違
せ
し
め
だ
り
O

同
を
見
る
も
の
に
あ
ら
ざ
り
し
も
、
眞
慧
の
死
は
途
に
陵
嬬
糖
寺
然
る
に
大
坊
圭
分
更
ら
に
奏
し
て
同
年
十
二
月
廿

昧
裡
に
蓮
さ
れ
元
る
未
了
の
問
題
を
解
決
せ
す
ん
ば
止
ま
　
六
臼
所
謂
棄
破
の
論
旨
を
賜
は
り
、
嬬
縷
寺
且
つ
紫
衣
を

ざ
る
勢
こ
な
れ
ウ
。
世
或
は
眞
慧
寂
後
の
二
者
互
に
法
嗣
　
勅
許
せ
ら
れ
π
り
き
。
嶽
盤
寺
「
宮
襟
帯
高
田
集
住
御
下

を
推
譲
せ
り
毒
ふ
る
も
の
な
き
に
あ
ら
ざ
る
庵
、
馴
れ
向
」
を
親
し
て
庄
園
を
寄
す
る
も
の
あ
り
。
叢
即
し
て

■
稚
郎
子
皇
子
の
故
事
を
擬
せ
ん
ご
す
る
も
の
、
殊
に
伊
勢
　
又
相
遅
る
、
九
年
大
永
元
年
六
月
廿
七
日
慮
眞
に
回
し
て

に
於
け
る
眞
慧
薩
参
の
僧
侶
所
謂
小
坊
圭
分
ご
、
眞
慧
以
　
再
度
の
輪
旨
を
賜
ふ
ε
云
ふ
◎

　
　
　
第
三
管
　
　
叢
　
凱
　
　
翼
智
上
人
時
代
の
高
園
滋
婁
本
願
寺
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
七
九
（
四
二
一
）



　
　
　
第
三
管
　
　
叢
　
読
　
　
眞
智
上
人
時
代
の
高
田
滋
ミ
本
願
寺

・
　
斯
く
の
如
き
論
旨
の
張
請
は
偶
以
て
両
派
の
雫
ひ
の
醜

膣
を
曝
露
す
る
誰
左
だ
り
。
但
し
論
旨
の
示
す
ご
こ
ろ
を

以
て
す
れ
ば
、
或
期
間
眞
智
の
専
修
寺
の
住
持
職
を
畿
齢

し
淀
る
こ
ご
は
朋
臼
に
是
認
せ
ざ
る
べ
か
ら
す
。
然
も
概

言
す
れ
ば
、
大
坊
主
分
の
勢
力
は
漸
次
失
墜
せ
う
も
の
、

如
く
、
永
正
十
六
年
に
は
鷹
興
遽
に
一
身
田
に
入
り
、
眞

智
之
を
避
け
て
大
別
保
に
入
り
、
三
河
に
湿
り
、
更
ら
に

越
前
に
移
れ
り
。
懸
眞
は
大
永
元
年
夏
ら
に
往
持
職
の
論

旨
を
得
π
b
ご
雄
、
眞
智
側
に
は
之
に
漏
し
て
事
へ
る
讃

左
を
見
ざ
る
な
り
。

　
眞
智
擁
立
の
大
坊
主
分
は
三
河
に
明
眼
寺
溶
性
寺
の
二

子
、
越
前
に
勝
瓦
器
專
光
寺
西
光
寺
専
西
寺
の
四
坊
を
そ

の
圭
盟
こ
す
Q
三
河
は
暫
く
別
こ
し
て
、
當
時
越
前
に
於

け
る
高
田
派
の
勢
力
を
見
る
に
、
顯
智
以
床
そ
の
地
に
所

縁
を
結
べ
る
は
既
に
云
へ
り
、
然
し
な
が
ら
本
願
寺
も
同

時
に
勢
力
の
樹
立
に
盤
痙
す
る
こ
ご
之
に
劣
る
も
の
に
あ

第
三
號

八
○
　
（
四
二
ご
）

ら
す
。
畳
如
の
時
こ
の
地
に
巡
錫
し
、
其
後
緯
如
、
存
如

亦
布
敷
を
重
ね
、
蓮
如
に
至
り
て
は
吉
崎
由
に
誤
る
も
の

五
年
の
長
き
に
亘
り
、
逡
に
抜
く
べ
か
ら
ざ
る
一
大
勢
力

ご
化
せ
し
め
π
り
。
そ
の
後
久
し
か
ら
す
し
て
加
賀
に
窟

樫
氏
一
族
の
内
紅
あ
り
、
本
願
寺
専
修
寺
の
両
徒
一
揆
を

作
り
て
各
之
に
加
署
し
、
途
に
長
享
二
年
富
樫
政
親
の
滅

亡
こ
な
れ
り
。
高
田
巴
本
願
寺
こ
の
両
派
が
富
樫
の
両
黙

に
課
す
る
關
係
は
、
頗
る
明
確
を
敏
ぐ
ご
雌
、
泰
高
の
勝

利
は
本
願
寺
徒
の
勢
力
を
塔
円
し
、
途
に
加
賀
一
町
を
し

て
そ
の
徒
の
専
灌
に
委
せ
し
む
る
の
桶
を
作
れ
り
。
而
し

て
越
前
に
あ
り
て
も
、
瀧
如
樹
立
の
溜
勢
力
は
頗
る
強
固

に
し
て
超
勝
寺
そ
の
他
の
諸
大
寺
之
に
呼
潰
す
る
も
の
多

く
、
高
田
派
の
存
在
は
一
派
の
申
心
地
煽
り
し
ご
は
云
へ

決
し
て
之
に
野
抗
す
る
を
得
ざ
り
し
な
り
。
然
る
に
今
や

眞
智
擁
立
の
徒
野
披
を
越
前
に
求
め
π
る
理
由
は
他
な
し

こ
の
本
贋
寺
一
揆
の
掃
蕩
に
殆
ざ
全
力
を
戯
し
た
る
國
圭

の
保
護
を
特
み
古
る
こ
ご
之
な
り
こ
す
。

㍗



6

一
、
交
明
中
一
乗
に
城
き
興
る
敏
景
は
瀧
如
に
謝
し
て
吉
崎

・
の
地
を
興
へ
創
り
ご
傳
へ
ら
る
。
こ
の
こ
ε
猶
明
確
な
ち

，
す
ご
錐
、
吉
崎
の
退
去
が
朝
倉
氏
こ
の
孚
論
に
賦
す
る
も

の
み
れ
ば
、
本
願
寺
に
際
す
る
韓
紅
は
聰
明
に
始
ま
る
を

知
る
べ
し
。
爾
來
殆
ご
一
百
年
、
敏
景
五
塵
の
孫
義
景
、

本
願
寺
ご
講
和
せ
る
に
至
胤
ま
で
・
、
朝
倉
氏
は
常
に
本
願

寺
腱
の
掃
蕩
に
叢
叢
ゐ
、
北
手
取
川
よ
ゐ
施
頭
血
判
量

「だ

髏
?
内
の
賀
越
の
國
境
は
互
に
雫
奪
の
地
黙
こ
な
れ
り
。

・
こ
の
間
に
於
て
、
高
田
派
想
如
導
系
の
三
門
徒
出
惜
合
ゐ

！
朝
倉
氏
の
命
を
奉
じ
て
之
τ
封
重
し
負
う
ゆ
こ
れ
を
以
て

す
れ
ば
売
一
翼
智
が
大
坊
主
分
に
擁
世
ら
れ
て
越
前
に
來
う

も
も
の
、
’
必
ず
し
も
理
由
な
き
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
況
ん

や
高
田
派
の
久
し
き
因
縁
の
地
な
る
に
於
て
を
や
ρ

　
翼
智
の
越
前
に
徒
り
し
歳
次
朋
確
な
ち
す
。
但
し
朝
倉

一
考
こ
の
交
渉
は
孝
景
の
時
に
あ
り
、
こ
れ
よ
り
先
き
、
永

一
正
十
七
年
九
月
孝
景
、
鷹
其
め
住
持
職
π
る
を
認
め
乍
ら

鎧
ハ
智
の
徒
ぜ
相
安
獣
す
み
も
の
頗
る
深
か
め
し
為
の
～
如

　
　
　
㌧
第
．
三
岡
　
叢
観
　
虞
智
土
人
聴
代
の
高
田
瀬
虞
塞
癩
篤

し
ゆ
廊
ち
眞
智
の
．
伊
勢
を
出
で
、
三
河
明
眼
寺
に
入
る
や

孝
景
に
無
丈
黒
毛
の
馬
温
頭
を
賂
瀕
、
次
で
鹿
毛
の
駿
馬

　
を
賂
ゆ
て
そ
の
獣
心
を
買
へ
る
こ
ビ
あ
噸
わ
、
を
孝
景
よ
め
て

鍛
子
香
燐
堆
紅
盆
等
姦
ゆ
て
之
に
答
へ
乖
廃
港
。
∵
回

書
「
專
修
寺
側
の
傳
ふ
る
こ
こ
み
に
よ
ゆ
て
獄
｛
れ
ば
、
大
永

二
年
に
至
ゆ
、
薗
派
和
議
を
交
渉
し
て
、
㌧
癒
眞
、
、
眞
智
ゼ

師
弟
の
契
約
を
な
し
、
大
坊
圭
分
霊
誓
書
を
小
坊
主
分
の

曾
乗
坊
に
交
附
む
陀
b
ご
云
ふ
ゆ
聴
く
の
如
く
に
し
て
多

年
の
紛
孚
終
結
す
れ
ば
、
濁
う
高
田
涙
の
み
の
幸
庵
に
止

「
ま
ら
ざ
り
し
な
る
べ
し
ε
錐
，
、
天
文
六
年
五
月
懸
眞
寂
し

嘉
慧
飛
鳥
井
家
よ
b
入
か
て
後
嗣
π
る
に
及
び
、
覇
…
其
智

蜜
の
關
係
億
｝
暦
錯
雑
す
お
た
至
れ
り
ゅ
法
雲
寺
文
書
に

㌦
よ
る
に
天
．
文
入
年
六
月
・
†
三
夕
韻
幕
府
．
の
執
達
状
に
は
ゐ
御

料
所
伊
勢
國
一
身
田
内
無
量
寺
町
職
事
藩
藪
年
三
存
知
之

云
々
ふ
彌
寺
住
不
可
有
相
違
之
上
者
ふ
可
被
監
寺
宗
興
隆

勧
行
之
馬
所
被
仰
付
也
や
ご
あ
う
て
宛
名
は
野
寺
住
持
興

智
上
人
職
掌
ご
あ
　
う
、
夏
ら
に
天
文
十
二
年
三
月
五
日
の

　
　
　
　
　
　
　
第
三
聖
號
，
　
．
八
隅
　
（
四
二
三
）



　
　
　
第
三
爆
　
　
叢
　
翫
　
　
翼
智
上
人
時
代
の
高
国
渥
ミ
本
願
寺

執
達
歌
に
は
、
伊
勢
國
一
身
田
内
無
量
寺
住
持
職
事
任
去

天
文
入
三
六
月
十
三
日
奉
書
之
旨
彌
可
被
存
知
之
歯
、
を

仰
せ
て
住
持
職
把
る
こ
ご
の
保
謹
を
確
實
に
し
た
）
o
も

ε
よ
り
職
國
の
織
豚
に
際
し
、
政
倫
の
出
つ
る
こ
ご
一
途

な
ら
ざ
る
は
言
を
侯
π
ざ
れ
ざ
も
、
大
坊
論
難
の
勢
力
が

　
ノ
未
だ
．
失
墜
せ
ざ
り
し
を
出
す
る
も
の
な
り
。

　
當
時
眞
智
の
居
所
明
瞭
な
ら
ざ
れ
ご
も
、
或
は
以
上
両

文
書
の
示
す
が
如
く
、
再
び
一
身
田
に
寄
寓
せ
し
ゃ
も
知

る
べ
か
ら
す
。
軽
羅
は
坂
本
妙
林
院
に
あ
り
。
法
雲
寺
文

書
に
左
の
一
通
を
牧
む
。

　
安
濃
郡
眞
栗
雨
郡
御
門
申
叛
本
に
出
仕
鶴
野
可
致
成
敗
移
駐
可
鴛
御
漁

　
候
恐
樫
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
天
冠
十
　
九
月
十
一
n
口
　
　
　
植
藤
（
花
押
）

　
　
　
　
無
品
寺
参
御
同
宿
中

　
植
藤
は
長
野
氏
伊
勢
安
濃
憶
意
地
方
を
領
せ
し
豪
族
に

し
て
、
阜
く
よ
b
専
修
寺
に
關
係
あ
り
、
是
尊
書
を
減
し

て
護
郡
並
び
彙
眞
両
郡
難
難
の
門
徒
を
し
て
坂
本

に
出
λ
を
禁
じ
要
る
な
）
、
原
文
書
包
紙
に
は
題
し
て
懸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
．
　
八
一
吻
（
㎎
二
匹
）

眞
へ
露
野
蚕
間
藪
之
御
書
ご
あ
れ
ご
も
、
時
代
相
合
せ
ざ

る
を
以
て
嘉
慧
に
充
つ
べ
き
な
b
Q

　
眞
智
ご
朝
倉
氏
こ
の
關
係
は
上
述
せ
る
が
如
く
、
孝
景

の
時
よ
り
既
に
察
接
な
る
も
の
あ
り
し
ご
雛
、
當
時
果
し

て
越
前
に
來
佳
す
る
に
至
り
し
や
否
や
は
未
だ
明
確
な
ら

す
。
そ
の
來
り
て
一
寺
建
立
の
意
向
を
示
せ
る
は
、
義
景

．
の
時
代
ご
な
す
べ
き
も
の
＼
如
し
。
義
選
書
を
專
修
寺
同

宿
中
に
與
へ
て
、
ヴ
寺
建
立
に
つ
き
屋
撒
一
所
を
寄
進
し

謹
文
に
裏
封
を
詑
へ
π
る
旨
の
書
朕
法
雲
国
文
欝
に
あ
り

。
．
日
附
九
月
十
六
日
ζ
し
て
年
次
不
詳
な
れ
ざ
も
、
恐
ら

く
永
緑
の
初
年
な
お
べ
き
か
。
．
瀬
棚
元
年
國
人
骨
永
吉
勝

其
知
に
宛
て
、
河
ロ
庄
兵
庫
郷
の
地
を
寄
坐
せ
し
書
朕
二
・

通
三
一
こ
な
す
べ
き
な
り
。
叉
義
景
の
代
官
景
連
以
下
四
、

名
蓮
署
し
て
卿
名
謬
錯
宗
寺
に
宛
て
π
る
永
蘇
三
年
十
二
．

月
十
三
日
附
の
書
状
に
よ
れ
ば
、
朝
倉
氏
は
明
ら
か
に
専
・

修
寺
に
慶
し
て
好
意
を
表
し
、
同
寺
の
門
弟
直
墾
．
の
輩
内
．

々
他
門
へ
出
入
す
る
を
禁
七
蓮
平
な
か
ら
し
め
π
る
な
り



・
但
し
朝
倉
氏
の
封
内
は
永
線
以
降
殆
ご
一
國
を
學
げ
て
職

胤
の
涯
こ
な
し
、
天
正
元
年
途
に
滅
亡
せ
り
Q
そ
の
後
朝

倉
の
重
臣
に
し
て
信
長
に
降
り
し
前
波
長
俊
假
り
に
一
図

の
こ
ご
を
覗
だ
り
し
が
、
書
を
專
修
寺
に
宛
て
、
そ
の
末

寺
門
弟
先
規
之
旨
を
奉
じ
て
馳
走
す
べ
く
違
犯
あ
ら
ば
交

名
を
註
し
て
注
進
す
べ
き
を
言
へ
り
。
専
修
寺
ご
宛
名
せ

る
は
勿
論
越
前
在
住
の
眞
智
御
坊
π
る
べ
き
な
り
。
坂
井

・
郡
熊
坂
地
方
の
所
傳
に
は
天
正
元
年
寺
墓
移
轄
建
設
ご
あ

り
、
或
は
然
ら
ん
。
長
俊
信
長
の
代
官
π
る
も
の
雫
歳
な

ら
す
つ
し
て
越
前
一
下
は
加
越
能
三
國
ご
共
に
本
願
寺
の
派

す
る
こ
こ
ろ
の
下
間
頼
照
を
頭
首
こ
せ
る
一
揆
の
禽
め
に

掠
奪
せ
ら
れ
撮
り
。
信
長
近
畿
多
事
な
り
し
ε
雄
、
傍
観

す
る
を
許
さ
す
。
再
隣
し
て
之
が
庭
貴
を
な
さ
㎏
る
ぺ
か

ら
ざ
る
立
傷
に
あ
り
。
叉
信
長
ご
し
て
は
こ
れ
よ
り
先
き

元
亀
元
年
石
山
本
願
寺
ご
兵
火
相
見
ゆ
る
に
至
り
据
れ
ば

北
方
の
一
揆
征
伐
は
北
國
経
界
に
加
ふ
る
に
本
願
寺
の
大

な
る
枝
葉
を
最
る
べ
き
二
重
の
大
目
的
を
有
す
る
に
至
れ

　
　
　
第
三
巻
　
　
叢
　
設
　
　
翼
智
上
人
時
代
の
高
田
法
定
ホ
願
寺

る
も
の
な
り
。
こ
の
時
高
田
派
の
立
瘍
果
し
て
如
何
、
鑑

慧
派
の
消
息
は
暫
く
之
を
措
く
、
眞
智
及
び
相
癒
糾
せ
る

越
前
三
河
の
門
徒
に
あ
り
て
は
内
訂
の
如
何
を
別
こ
し
て

、
起
て
信
長
に
億
じ
本
願
寺
を
敵
こ
な
せ
る
こ
ご
、
朝
倉

氏
の
時
代
こ
そ
の
態
度
を
同
じ
う
せ
り
。
換
号
残
す
れ
ば
、

眞
智
慧
に
あ
り
て
は
箋
慧
派
ご
交
渉
を
絶
ち
て
本
願
寺
を

目
標
こ
な
す
べ
か
ら
ざ
る
事
情
に
至
れ
る
な
り
。
即
ち
朝

倉
氏
が
永
蘇
の
末
年
本
願
寺
顯
如
ご
和
親
を
通
せ
し
ょ
り

、
そ
の
滅
亡
に
至
り
し
期
聞
に
於
け
る
眞
智
側
の
態
度
は

不
明
な
り
ご
難
、
そ
の
他
を
通
じ
て
は
常
に
有
力
な
る
武

運
ご
因
縁
し
て
本
願
寺
を
敵
こ
し
た
る
を
署
号
す
べ
き
な

り
。
信
長
の
大
毒
來
攻
は
種
々
の
事
情
よ
り
延
引
せ
ら
れ

天
正
三
年
八
月
に
至
り
し
ご
錐
、
而
も
そ
の
計
甕
は
既
に

早
く
之
に
先
だ
つ
一
年
、
天
正
二
年
を
以
て
充
分
に
熟
し

た
る
も
の
〉
獺
く
、
信
長
黒
印
猷
を
出
し
て
専
修
寺
を
始

め
朝
倉
孫
三
郎
以
下
七
名
に
充
て
、
越
州
出
馬
之
刻
可
抽

忠
節
之
由
虎
憩
妙
候
、
依
忠
師
知
行
方
書
望
可
宛
行
旨
を

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
八
三
　
（
四
ご
五
V



　
　
　
第
三
巻
　
叢
説
　
藁
智
上
人
時
代
の
高
田
潅
・
無
顧
寺
　
　
　
　
　
第
三
號
　
八
購
（
四
三
ハ
）

以
て
せ
る
あ
り
、
嬬
湿
雪
同
時
に
朋
柴
秀
吉
了
し
て
信
長
　
飛
し
て
其
國
佛
怯
破
滅
之
時
粉
骨
の
肝
要
を
絶
叫
し
捏
め

出
馬
之
刻
忠
節
あ
る
べ
き
由
を
喜
び
・
恩
賞
の
知
行
は
菅
　
ε
雄
臨
画
寺
首
領
下
間
頼
照
の
首
級
は
、
十
月
途
に
高
田

谷
長
行
を
以
て
馳
走
せ
し
む
べ
き
由
を
云
へ
り
媒
罐
割
長
涙
黒
目
穂
名
寺
の
配
下
に
よ
り
て
馨
げ
ら
れ
、
こ
》
に
全

行
も
亦
主
命
を
承
け
て
．
今
度
被
仰
越
蓮
細
頚
試
候
慮
、
　
く
恐
怖
時
代
の
幕
を
閉
お
π
り
。
既
に
し
て
信
長
西
上
し

魯
承
諾
候
彌
入
眼
可
爲
纂
之
旨
候
懇
芽
遮
べ
π
り
離
猿
家
北
國
の
鎭
將
こ
し
て
北
ノ
庄
に
止
る
や
、
戦
後

ジ
眞
智
は
別
に
、
信
長
に
鼓
の
革
を
賂
b
そ
の
獣
心
を
買
へ
　
の
縄
管
は
着
々
こ
し
て
行
は
れ
罹
り
。
就
中
一
瞥
の
庭
分

る
あ
ウ
、
嬬
縷
毒
猶
本
願
寺
配
下
以
外
の
有
力
な
る
徒
窯
　
に
間
し
て
は
、
五
内
に
於
て
こ
そ
本
願
寺
蕪
の
敗
亡
を
見

に
了
し
て
は
、
極
力
同
心
す
べ
き
を
命
せ
し
こ
ご
、
同
年
　
た
れ
ご
も
、
加
越
能
は
未
だ
そ
の
機
に
蓬
せ
す
、
加
之
國
内

六
月
諸
給
人
日
々
　
門
徒
三
門
徒
に
充
て
今
度
馬
出
四
竃
忠
の
除
藁
密
に
大
坂
蕪
内
通
す
る
も
の
あ
う
、
信
長
頗
る
薗

之
輩
者
、
雌
爲
蝸
揆
等
其
罪
免
、
本
知
勿
論
、
依
其
身
働
新
　
却
の
色
あ
り
。
叢
に
於
て
か
勝
家
の
期
す
る
こ
こ
ろ
専
修

・
草
亀
充
行
ご
あ
る
に
よ
り
て
そ
の
樹
本
願
寺
策
の
如
何
に
　
寺
派
の
保
護
に
傾
け
る
は
、
一
は
止
む
を
得
ざ
る
の
策
に

注
意
爺
ひ
し
も
の
な
る
や
姦
・
量
・
な
ε
燃
灘
出
で
た
る
な
♪
。
而
し
て
當
時
欝
璽
、
繋
累
に
出
し
π

　
三
年
八
月
、
大
兵
來
り
て
〕
揆
の
徒
を
鎧
う
、
本
願
寺
配
　
る
寸
書
概
し
て
高
隠
専
修
寺
こ
め
う
、
こ
れ
全
く
翼
智
の

下
の
諸
大
寺
を
焼
塗
す
る
や
、
果
然
信
長
の
策
賂
そ
の
圓
寺
坊
を
指
す
も
の
に
し
て
、
垂
慧
の
配
下
に
あ
記
す
、
勿

華
中
6
副
直
寺
徒
を
初
め
こ
し
て
三
門
徒
そ
の
他
の
蕪
之
．
論
當
時
に
あ
り
て
も
、
蕾
小
坊
主
分
遮
る
專
修
寺
系
統
の

に
懸
℃
、
朝
倉
町
の
遺
量
を
固
守
℃
だ
る
本
願
寺
蕪
は
殆
存
在
を
認
め
難
き
起
あ
ら
ざ
れ
ざ
も
信
長
來
攻
以
來
は
殊

ご
國
内
を
一
掃
せ
ら
壌
π
り
。
倉
船
遙
に
石
凶
よ
り
書
を
　
に
眞
智
側
に
難
し
π
り
ご
見
て
大
過
な
き
も
の
、
却
し
つ



／

　
專
修
寺
門
徒
に
欝
す
る
嫡
妻
含
は
八
月
三
五
紐
早
く
も

信
長
の
部
将
菅
谷
長
行
の
手
に
よ
う
て
志
せ
ら
れ
た
り
○

而
し
て
そ
の
宛
名
熊
坂
下
方
惣
中
ご
あ
り
雛
一
手
顯
ち
坂

井
郡
熊
坂
郷
の
…
部
を
指
す
も
の
に
し
て
、
球
茎
の
面
擦

を
明
記
せ
る
も
の
》
初
見
こ
す
。
．
績
い
て
九
月
信
長
朱
印

を
以
て
禁
制
三
グ
條
を
出
せ
る
も
の
に
高
田
門
徒
境
内
熊

坂
郷
の
宛
名
あ
り
罐
寺
境
内
は
蓋
し
眞
智
寺
坊
の
擁
域

を
明
記
せ
る
も
の
な
り
。
又
同
月
五
日
重
ね
て
菅
谷
長
行

の
三
三
を
以
て
、
岡
門
徒
の
載
簿
に
冷
し
て
所
在
に
油
鼠

せ
し
も
の
を
蓮
住
せ
し
め
蕪
毒
或
は
勝
家
の
敏
審
以
て

三
ケ
月
打
越
す
べ
き
を
許
し
単
併
せ
て
爆
敷
地
を
與
ふ
べ

き
を
約
し
起
り
嫌
檬
三
グ
は
北
・
庄
三
ク
の
謂
に
し
て

勝
家
蝿
に
築
城
し
て
新
市
蕩
を
経
坐
し
セ
る
今
の
編
井
市

の
地
な
り
こ
す
、
そ
の
十
月
に
は
一
揆
の
敗
窟
渚
咳
払
梱

の
疑
あ
る
を
以
て
、
頼
照
の
伏
謙
を
機
會
こ
し
て
、
坂
弁

葉
桜
四
郷
四
ク
村
の
高
田
派
門
徒
に
命
じ
、
武
舞
を
準
備

　
　
　
第
三
巻
　
　
叢
　
號
　
　
箕
智
上
人
時
代
の
高
田
滋
ミ
本
願
毒

し
て
叢
を
馨
せ
ん
事
蓉
し
誓
。
翻
寺
ヌ
嚢

の
徒
を
し
て
強
て
改
宗
せ
し
め
π
る
も
の
多
七
。
例
へ
ば

嗣
年
十
二
月
大
野
郡
佐
良
谷
村
以
下
六
ク
村
の
惣
代
連
署

し
て
、
代
官
金
森
氏
に
誓
書
を
致
し
た
る
も
の
に
左
の
文

言
あ
り
、
當
村
之
儀
本
願
寺
門
徒
に
・
付
て
雄
総
監
成
御
敗

横
、
高
田
…
ニ
ケ
寺
ぬ
御
門
徒
野
仰
付
記
、
恭
存
候
い
然
者

優
勢
い
か
や
う
に
も
寺
役
可
相
働
候
、
寓
一
斗
微
存
分
申
r

見
者
、
急
度
可
戒
御
戒
敗
候
由
勿
野
駈
姻
翻
寺
独
吟
高
田

三
ケ
寺
は
恐
ら
く
稲
胆
寺
及
び
坂
労
郡
灘
朋
寺
並
び
起
眞

宗
寺
を
指
せ
る
も
の
な
ち
ん
。

　
天
正
四
年
に
至
り
う
そ
の
五
月
勝
家
並
び
に
そ
の
部
將
r

佐
久
闇
成
政
の
…
其
智
仁
致
せ
る
書
状
に
よ
れ
ぜ
占
高
田
…
門
“

徒
は
大
阪
ご
各
別
の
旨
を
認
め
、
門
家
中
男
女
、
を
論
魑
す

押
鯛
す
べ
き
申
讐
へ
り
。
纏
等
叉
在
々
所
々
め
も
の

心
に
任
せ
す
し
て
大
坂
門
徒
π
り
し
も
の
、
專
修
寺
に
新

露
墾
せ
る
も
の
に
議
し
て
書
を
與
へ
、
野
臥
他
門
へ
合
力
．

の
義
雪
解
し
砦
あ
り
。
鵡
響
而
し
て
こ
の
年
二
月

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
八
五
　
（
四
二
七
）



　
　
　
、
第
三
巻
　
　
叢
　
観
　
　
翼
智
上
人
時
代
の
高
閏
淑
ピ
本
願
壽

十
七
目
勝
家
専
修
寺
建
立
に
つ
い
て
の
條
々
を
登
布
し
寺

中
の
諸
役
免
除
ご
奉
公
入
に
樹
す
る
無
禮
狼
籍
の
禁
圏
門

徒
寄
進
の
竹
塚
探
集
に
封
し
て
蓮
餅
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
を

眠
し
蔭
り
。
罐
寺
熊
坂
に
於
け
る
眞
智
の
本
坊
は
こ
の

時
を
以
て
恐
ら
く
か
、
る
特
別
の
保
護
の
下
に
蕪
嚴
な
る

再
建
工
事
を
構
嘉
し
昂
り
し
な
ら
ん
、
猶
三
月
密
封
を
以

て
門
家
中
に
致
せ
る
耳
垂
に
よ
れ
ば
、
熊
坂
、
篠
岡
、
田

中
、
横
川
、
簾
尾
、
女
郎
、
溢
血
、
宮
谷
、
柿
原
、
新
郷

歯
冠
堂
、
樂
園
樫
簸
井
の
諸
村
を
列
記
し
、
包
紙
に
熊

坂
高
田
専
修
寺
就
建
立
、
在
々
門
徒
違
背
不
可
在
之
由
御

成
敗
、
勝
家
御
墨
壷
一
通
ご
認
め
凝
る
を
見
る
。
此
等
の

諸
村
落
は
最
も
熊
坂
の
本
坊
に
寂
し
て
密
接
な
る
下
金
を

有
す
る
地
方
な
る
を
察
知
す
べ
し
u
而
し
て
こ
れ
や
が
て

熊
坂
本
坊
の
成
立
に
樹
す
る
最
も
確
實
な
る
勢
力
圏
を
示

す
も
の
こ
解
す
べ
き
な
り
、
慶
長
前
後
の
寺
屋
敷
魔
に
よ

れ
ば
萱
町
余
熊
坂
ご
あ
り
、
明
治
に
至
り
て
漸
く
原
野
百

二
†
歩
を
臆
し
、
今
猶
残
礎
の
黙
々
π
る
を
槻
る
。

　
　
　
　
　
　
第
｝
こ
　
號
　
　
　
　
λ
「
山
ハ
　
（
四
ご
八
）

　
勝
家
秀
吉
の
爲
め
に
滅
亡
す
る
や
、
丹
署
長
秀
代
は
り

て
越
前
に
治
し
、
そ
の
子
長
重
に
至
り
し
が
、
こ
の
間
先

規
歴
然
診
る
も
の
あ
る
を
以
て
す
べ
て
異
儀
な
き
を
規
せ

ら
れ
由
り
ご
難
、
秀
吉
の
宗
敷
政
策
は
信
長
ご
相
違
す
る

も
の
多
く
眞
智
の
位
澱
は
決
し
て
勝
家
當
時
の
如
き
も
の

に
あ
ら
す
。
加
之
天
正
叱
年
令
智
職
を
そ
の
子
眞
察
に
譲

り
し
ご
錐
轟
弱
の
仁
法
雲
掴
所
傳
系
行
止
に
病
者
脚
一
タ
腹

フ
ト
ク
ナ
ジ
、
行
歩
モ
正
シ
カ
ラ
ザ
レ
バ
、
自
ヅ
カ
ラ
公

義
モ
セ
ザ
ル
ユ
エ
ユ
、
績
ヒ
タ
絵
旨
モ
申
ウ
ケ
ズ
ト
ナ
り

ご
傳
へ
π
る
を
以
て
、
寺
蓮
の
登
展
逡
に
期
す
べ
か
ら
す
。

天
正
十
三
年
七
月
四
H
、
眞
諭
示
寂
し
、
叉
十
四
年
五
月

廿
日
翼
塞
の
遷
化
を
見
る
に
至
「
り
、
勢
力
逮
に
復
す
べ
か

ら
ざ
る
な
り
。
但
し
そ
の
子
養
す
る
こ
こ
ろ
眞
能
あ
り
、

そ
の
子
に
蔵
敷
あ
り
」
三
河
越
前
の
門
徒
に
擁
ぜ
ら
れ
て

江
戸
幕
府
に
面
し
、
熊
坂
専
修
寺
の
正
統
を
主
張
し
π
り

し
も
、
時
期
既
に
蓬
し
、
寛
文
三
年
蓬
に
最
後
の
判
決
を

與
へ
ら
れ
、
眞
敷
父
子
の
流
配
ご
寺
院
の
破
郷
を
以
て
漸

■

毒



く
三
三
．
の
解
決
を
霊
夢
う
き
。
今
丹
生
郡
大
味
浦
法
雲
寺

は
實
に
そ
の
遣
藁
置
ハ
観
に
出
つ
る
な
り
。

　
斯
く
の
如
く
に
し
て
、
眞
智
の
時
代
は
恰
も
そ
の
避
難

所
思
る
越
前
は
偶
々
本
願
寺
ご
相
容
れ
ざ
る
諸
侯
の
治
す

る
も
の
あ
り
て
そ
の
立
脚
識
を
見
出
す
こ
ご
割
合
に
容
易

な
b
し
ご
錐
、
観
世
を
継
り
て
否
和
の
時
代
を
迎
ふ
る
に

煽
り
て
は
、
外
寸
の
勢
力
に
の
み
依
頼
し
罷
る
も
の
は
危
「

く
、
一
時
の
麗
邉
に
麗
な
ら
ざ
る
雌
伏
を
敢
へ
て
し
だ
る

本
願
寺
派
は
門
徒
先
づ
所
在
に
頭
を
獲
げ
て
寺
院
之
を
…
激

志
し
、
一
夜
に
数
百
一
月
に
藪
千
碁
暇
な
ら
す
し
て
天
正

初
年
の
勢
力
を
奪
取
せ
b
。
此
等
の
事
實
は
天
正
八
年
石

山
開
城
に
至
る
間
、
勝
家
の
蕎
覗
…
嚴
重
を
極
め
た
る
時
期

に
於
て
、
猫
籠
城
の
物
資
を
運
び
、
或
は
馳
せ
て
佛
門
に

倒
れ
た
る
も
の
少
々
に
あ
ら
す
、
宗
圭
自
ら
或
は
名
號
の

大
蒜
を
與
へ
て
、
佛
耐
の
加
馨
謝
し
翻
之
を
激
製
し

譲
る
な
ざ
電
量
の
事
蹟
は
佛
徒
こ
し
て
の
所
業
の
如
何

を
別
問
題
ご
し
て
、
そ
の
本
未
の
關
係
を
騒
固
に
し
元
る

　
　
　
蕗
三
管
　
　
叢
　
翫
　
　
翼
智
上
人
時
代
の
高
岡
淡
ミ
本
願
魯

主
要
な
る
原
因
こ
す
べ
き
な
レ
。

　
既
に
し
て
本
願
寺
に
あ
り
て
も
、
天
正
八
年
石
山
の
開

城
に
際
し
、
顯
如
の
長
子
激
如
議
合
せ
す
し
τ
弧
立
し
、

次
で
准
如
こ
の
間
に
東
西
分
立
の
端
を
早
く
に
至
り
、
恰

も
專
修
寺
の
両
界
樹
立
の
蕾
態
を
繰
り
返
へ
し
把
）
し
が

、
各
厄
の
地
盤
の
奪
取
ご
固
定
ξ
に
は
全
力
を
睾
げ
て
之

を
失
ふ
な
か
ら
し
め
π
り
◎
今
越
前
一
疋
を
以
．
て
類
推
す

る
も
、
所
在
由
緒
の
寺
院
に
し
て
、
天
正
以
降
慶
長
に
亘

り
、
敷
如
。
准
如
の
何
れ
か
が
染
筆
せ
る
書
朕
を
有
せ
ざ
る

な
く
、
而
も
そ
の
文
言
句
々
眞
情
を
吐
露
し
て
、
門
末
を

奮
起
せ
し
め
ざ
れ
ば
止
ま
ざ
る
の
概
あ
る
な
り
。
．
今
一
例

ε
し
て
畢
ぐ
る
に
、
坂
井
郡
吉
岡
願
慶
寺
藏
す
る
こ
こ
ろ

の
撰
述
書
歌
を
以
て
せ
ん
こ
す
。
歳
次
を
附
せ
ざ
れ
こ
も

文
意
よ
り
推
し
て
、
天
正
八
年
敷
如
石
山
斗
田
前
約
一
ケ

月
の
も
の
に
係
る
な
り
。

　
　
急
土
窯
箪
候
、
今
度
當
寺
既
記
相
果
繊
麗
、
以
唱
聡
悟
無
異
儀
相
踏

　
候
、
然
露
雑
賀
よ
u
御
書
再
転
夫
節
冨
毒
之
儀
不
可
有
馳
走
の
旨
國
々

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
入
七
　
（
四
二
九
）



　
　
　
第
三
懸
　
　
叢
　
蹴
　
　
翼
智
上
人
隠
代
の
高
国
法
電
本
願
寺

　
嶋
仕
々
所
々
へ
鞍
轡
越
之
二
階
、
”
此
條
御
　
供
之
輩
今
度
は
無
…
事
融
厭
張
行
、

　
剃
信
長
へ
以
一
蹴
同
心
之
内
争
の
様
に
相
成
、
鴬
家
毅
減
の
造
意
共
あ

螺雑

w
ﾘ
麟
轟
轟
疇
轍
腰
騨

　
療
る
．
へ
吾
・
時
に
、
雑
賀
に
．
も
蓮
々
可
卍
屑
御
U
麹
得
候
蝕
が
、
　
“
此
刻
目
圃
　
門
徒

　
之
輩
、
単
一
瞭
門
阿
心
に
欝
崇
相
つ
や
吾
・
候
織
に
馳
走
候
は
ド
、
塞
入
へ

　
報
謝
併
可
爲
浦
足
候
、
無
二
今
度
醗
謬
F
可
思
幽
召
之
旨
被
仰
山
候
、
或

結
露
灘
灘
繕
辮
麻
織
灘

　
あ
る
へ
か
ら
す
、
猫
　
古
法
の
一
儀
可
｛
4
一
崇
敬
事
肝
要
候
、
萬
端
敦
の

　
み
入
計
候
、
猫
糞
察
法
橋
可
申
候
、
穴
賢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
七
月
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
数
如
花
押
．

　
こ
れ
を
要
す
る
に
眞
智
の
獲
得
し
た
る
地
盤
ば
決
し
て

所
縁
な
き
も
の
に
あ
ら
す
、
諸
侯
の
外
護
蘇
に
篤
き
を
以

て
し
て
、
惜
む
ら
く
は
常
に
受
動
的
に
し
て
、
逡
で
人
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
ヂ

を
牧
童
す
み
の
方
策
を
忘
れ
覚
る
も
の
、
如
し
。
こ
れ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
．
號
　
　
　
八
八
、
（
匿
三
〇
）
．

朝
に
し
て
根
盤
を
嚢
取
せ
ら
れ
把
る
原
因
元
，
る
ぺ
ぎ
か
、
・
，

蘇
に
諸
侯
の
禁
鋼
を
待
ち
て
、
寺
門
の
安
定
を
期
し
た
、
行

藪
講
演
竪
獣
辮
罐
励
麟
藻
肌
“
“

し
陀
る
に
も
馳
せ
ら
る
、
嘗
．
時
の
言
上
書
の
．
，
一
簾
に
、
、
、
北

條
御
敵
，
申
さ
る
、
に
付
て
關
東
諸
家
中
奥
州
迄
御
朱
印
菰

さ
れ
、
御
意
こ
し
て
石
田
殿
抑
付
選
書
、
路
・
次
不
合
期
覚
、
・

励
謄
躍
舗
繊
麗
殿
撚
掛
麓
醜
縦
勅

虚
聞
．
御
訴
訟
可
申
上
ご
存
、
在
京
測
候
健
亡
y
今
度
奥
・

州
へ
御
陣
立
に
付
て
居
候
、
蓮
惑
に
存
候
．
、
、
念
々
御
慈
、
悲

を
も
つ
畠
て
御
糺
朋
な
ざ
れ
、
－
有
様
に
被
仰
付
、
旨
御
．
未
、
即
な
…

し
下
さ
れ
候
へ
ば
添
可
奉
存
侵
。
、
三
三
．
芸
ぺ
ざ
は
、
・
，

叉
以
て
諸
侯
の
｛
顧
を
重
大
濡
せ
る
歌
を
見
る
に
足
る
べ
、
、

し
O
　
　
　
　
、
．
・
　
、
・
、
r
、
　
一
　
ρ
．
ド
　
、
喝
、
、

　
但
し
さ
れ
ば
こ
て
到
底
そ
⑳
蒔
代
を
離
れ
て
・
史
實
を
解
玩

せ
ん
ε
す
る
は
難
し
◎
い
一
朱
印
の
威
嚴
を
有
し
強
う
し
こ

幽



k
も
こ
よ
ゐ
論
な
か
る
べ
し
。
着
れ
ご
も
カ
は
時
代
の
如
脈
途
に
振
は
ざ
り
し
も
の
、
所
詮
は
カ
の
足
ら
ざ
り
し
に
、

何
を
問
は
す
し
て
そ
の
結
果
を
左
右
す
べ
し
。
眞
智
の
法
．
あ
る
べ
き
か
否
か
。
　
　
．
　
　
．
　
：
∴
！
～
　
㍉

三
訂
地
理
學
に
與
へ
れ
る
量
界
…
戦
孚
の
…
教
訓
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
學
博
士
．
＼
小
．
一
三
州
∵
’
一
一
、
琢
．
・
『
『
治
一
∵

　
開
戦
以
來
五
年
に
互
っ
て
街
前
途
如
何
に
成
り
行
く
か
　
皮
家
に
し
て
地
理
家
士
る
マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
氏
が
露
國
め
世
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ
プ
ニ
ヅ
ト

全
く
見
當
の
つ
か
鍛
冷
回
の
世
界
塾
風
は
眞
に
世
界
的
の
　
界
的
位
概
を
論
じ
て
世
界
の
歯
軸
ご
呼
ん
だ
、
ゼ
其
の
傷
虞

も
の
で
、
ク
ジ
ー
シ
ー
の
世
界
十
五
決
戦
史
に
記
載
さ
れ
F
は
今
や
猫
逸
の
工
む
る
所
こ
な
ら
ん
こ
し
、
從
っ
て
今
後

セ
も
の
》
如
き
は
之
に
比
し
て
眞
の
兇
戯
に
過
ぎ
ぬ
。
其
　
職
雫
が
縫
諒
す
る
蕩
合
に
此
の
福
軸
か
ら
東
方
に
來
侵
す
い

の
交
戦
の
範
團
が
欧
洲
を
磁
心
こ
し
て
五
洲
の
海
陸
に
康
　
べ
き
敵
軍
の
勢
力
の
波
動
が
那
遽
ま
で
波
及
す
る
か
藩
職
一

が
つ
て
、
濁
逸
の
海
軍
が
キ
ー
ル
に
封
鎖
さ
れ
陀
診
日
に
　
箏
の
中
心
か
ら
逡
隔
の
我
が
東
洋
す
ら
不
安
の
念
を
起
す
・

至
っ
て
も
、
其
の
潜
航
艇
の
活
動
に
よ
っ
て
思
ひ
懸
け
ぬ
　
こ
ご
に
な
つ
沈
ゆ
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
波
斯
々
に
印
度
は
更
に

印
度
洋
の
海
上
で
我
が
常
陸
九
が
毒
牙
に
鯛
れ
莚
機
な
事
　
近
く
、
置
土
濁
逸
の
野
忠
義
面
心
か
ら
も
此
等
の
方
面
の
．

件
す
ら
起
り
つ
、
あ
る
。
又
た
本
年
に
至
っ
て
ス
ラ
ブ
民
　
作
戦
が
必
ず
陰
に
陽
に
種
々
に
試
み
ら
れ
る
筈
で
あ
み
。
、

族
の
諸
國
は
猫
懊
軍
に
捲
り
立
て
ら
れ
て
壷
掘
の
大
都
市
　
　
從
來
の
職
事
地
理
學
の
問
題
こ
も
て
取
扱
は
れ
π
所
は
’

皆
其
手
に
落
ち
ん
ご
す
る
危
機
に
瀕
し
て
家
泥
ゆ
英
國
歴
　
ム
ー
回
の
職
箏
の
光
輝
に
よ
っ
て
絵
り
に
荻
駐
な
局
部
的
専
い

　
　
　
第
一
二
巻
　
　
叢
　
観
　
　
論
理
地
理
學
に
奥
へ
六
る
世
界
…
載
撃
の
根
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第
三
槻
ヒ
　
　
八
九
、
（
四
三
、
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